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『
兵
庫
県
神
社
誌
』
に
収
録
さ
れ
る
『
天
王
御
影
向
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
歴
史
学
者
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
中
の
記

載
「
盡
夜
耀
事
ア
リ
光
只
波
利
ノ
如
シ
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
日
本
で
も
稀
に
見
ら
れ
る
オ
ー
ロ
ラ
、
い
わ
ゆ
る
赤
気
で
は
な
い
か
と
い
う

仮
説
を
立
て
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
同
史
料
は
活
字
に
残
さ
れ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
検
証
を
果
た
そ
う
に
も
活
字
の
域
を

出
る
も
の
で
は
な
い
。
幸
い
、
関
係
す
る
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
を
見
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
双
方
の
史
料
か
ら
、
先
に
立
て

た
仮
説
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
付
録
と
し
て
今
般
見
出
し
得
た
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
の
翻
刻
等
を
添
え
て
お
く
。
仮
に
応

安
三
年
（
西
暦
一
三
七
〇
年
）
に
赤
気
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
他
の
史
料
に
も
見
出
し
得
な
い
か
と
い
う
点
も
留
意
し
た
。
そ
れ
が
『
鳩
嶺

雑
事
記
』
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
に
お
い
て
、
特
に
数
字
な
ど
が
概
数
と
し
て
記
述
さ
れ
る
点
な
ど
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
同
時
期
、
し

か
も
範
囲
の
広
い
地
域
で
同
様
の
現
象
に
関
す
る
記
述
が
確
認
し
う
る
こ
と
か
ら
、
赤
気
と
い
う
可
能
性
を
考
え
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本

研
究
は
、
日
本
に
赤
気
が
見
出
せ
る
地
球
物
理
学
の
結
論
を
、
地
域
に
残
る
史
料
か
ら
確
認
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
り
、
人
々
が
ど
の
よ

う
に
そ
れ
を
口
述
し
た
か
を
も
確
認
で
き
る
点
で
も
興
味
深
い
と
と
も
に
、同
様
の
表
現
は
ま
だ
ま
だ
確
認
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
、

今
後
の
展
開
の
可
能
性
も
示
し
た
一
事
例
と
し
て
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。
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は
じ
め
に

日
本
の
古
典
籍
に
は
、オ
ー
ロ
ラ
の
目
撃
例
が
度
々
記
録
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』
に
は
、

建
仁
四
年
（
西
暦
一
二
〇
四
年
）
正
月
十
九
日
の
日
記
中
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

秉
燭
以
後
、
北
并
艮
方
有
赤
気
。
其
根
ハ
如
月
出
方
、
色
白
明
、
其
筋
遙
引
如
焼
亡
遠
光
。
白
色
四
五
所
、
赤
筋
三
四
筋
、
非
雲

非
雲
間
星
宿
歟
。
光
聊
不
陰
之
中
、
如
此
白
光
、
赤
光
相
交
。
奇
而
尚
可
奇
、
可
恐
々
々
。

（『
修
訂
訓
注
明
月
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
よ
る
）

「
赤
気
」
と
い
う
語
彙
は
、
古
く
は
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
二
十
八
年
（
西
暦
六
二
〇
年
）
に
見
ら
れ
、
日
本
最
古
の
天
文
記
録
と

し
て
も
知
ら
れ
る
（
片
岡
龍
峰
、
山
本
和
明
、
藤
原
康
徳
、
塩
見
こ
ず
え
、
國
分
亙
彦
、「
雉
尾
攷
―
日
本
書
紀
に
み
る
赤
気
に
関
す
る

一
考
察
」、
総
研
大
文
化
科
学
研
究
十
六
、17-29

、
二
〇
二
〇
年
）。
赤
気
と
は
、
夜
空
が
赤
く
発
光
す
る
と
い
う
特
異
な
自
然
現
象
を

指
し
て
お
り
、
日
本
で
も
稀
に
見
ら
れ
る
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
を
目
撃
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
オ
ー
ロ
ラ
は
、
普
段
は
緯
度
の
高
い
地

域
の
み
に
現
れ
、
そ
の
色
も
緑
が
中
心
と
い
う
の
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
稀
に
起
こ
る
巨
大
磁
気
嵐
の
際
に
は
驚
く
べ

き
こ
と
に
日
本
の
よ
う
な
中
緯
度
地
域
に
ま
で
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
、
そ
の
色
も
緑
で
は
な
く
赤
が
中
心
と
な
る
こ
と
は
現
代
的
な
地
球
物

理
学
の
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
巨
大
磁
気
嵐
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
自
然
災
害
の
一
種

で
も
あ
り
世
界
的
に
深
刻
な
停
電
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
的
な
側
面
か
ら
も
追
究
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
数
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百
年
に
一
度
の
規
模
の
巨
大
磁
気
嵐
の
実
態
を
知
り
、
正
し
く
対
策
を
立
て
る
に
は
、
百
年
に
満
た
な
い
現
代
的
な
観
測
デ
ー
タ
の
み
で

は
不
十
分
な
た
め
、
古
典
籍
に
残
さ
れ
た
赤
気
に
関
す
る
記
録
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
磁
気
嵐
に
関
わ
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
貴

重
な
デ
ー
タ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
き
た
（『
日
本
に
現
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
の
謎
』、片
岡
龍
峰
著
、化
学
同
人
、二
〇
二
〇
）。
こ
の
よ
う
な
、

日
本
の
古
典
籍
に
記
さ
れ
た
赤
気
を
巡
る
近
年
の
研
究
成
果
は
市
民
の
関
心
も
集
め
て
お
り
、
今
で
は
様
々
な
関
連
情
報
が
著
者
の
も
と

に
送
ら
れ
て
く
る
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
の
中
で
も
、
令
和
二
年
二
月
に
千
葉
県
流
山
市
在
住
の
西
上
雅
朗
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
兵
庫
県
の
香

住
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
光
の
事
件
」
は
オ
ー
ロ
ラ
か
否
か
、
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
問
い
は
、
そ
の
ま
ま
本
研
究
の
問
い
に
つ
な
が
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
光
の
事
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
『
天
王
御
影
向
縁
起
（
長
福

寺
所
蔵
）』
に
残
る
影
向
が
赤
気
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
新
た
に
得
ら
れ
た
史
料
と
既
存
の
史
料
と
を
比
較
す
る
と
共
に
、

同
年
に
確
認
さ
れ
て
い
る
赤
気
史
料
に
関
す
る
科
学
的
な
視
点
を
交
え
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
兵
庫
県
神
社
誌
』
に
伝
わ
る
影
向

　

兵
庫
県
香
美
町
の
香
住
区
一
日
市
に
は
、
日
本
海
を
一
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
陸
繋
島
が
あ
り
、
そ
の
高
台
ま
で
長
い
階
段
を
登
っ
た

先
に
は
、
大
き
な
松
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
八
坂
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
八
坂
神
社
の
別
当
寺
を
長
福
寺
と
い
う
。
兵
庫
県

全
体
の
神
社
を
調
査
し
た
『
兵
庫
県
神
社
誌
』
下
巻
（
昭
和
十
三
年
発
行
）
に
は
、
六
十
一
頁
に
香
美
町
の
八
坂
神
社
と
長
福
寺
の
由
来

を
記
し
た
『
天
王
御
影
向
縁
起
（
長
福
寺
所
蔵
）』（
以
降
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
と
す
る
）
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
長
福
寺
所
蔵
と
あ

る
が
、
残
念
な
が
ら
原
本
は
焼
失
し
て
お
り
、
活
字
が
残
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
の
本
文
を
引
用
し
て
お
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こ
う
。
分
か
ち
書
き
に
つ
い
て
は
〈
〉
で
示
し
た
。［
］
は
理
解
の
た
め
の
注
で
あ
る
。

天
王
御
影
向
縁
起
。〈
長
福
寺
所
蔵
〉

但
馬
國
美
含
郡
四
月
嶋
山
天
王
御
影
向
縁
起

一
應
安
三
年
〈
庚
戌
〉
秋
之
比
此
浦
沖
百
日
計
盡
夜
耀
事
ア
リ
光
只
波
利
ノ
如
シ
去
程
諸
人
可
有
何
事
哉
非
只
事
ニ
ト
テ
上
下
萬

民
成
怖
畏
ヲ
處
當
郡
竹
野
郷
薗
部
切
濱
之
住
人
濱
太
郎
濱
石
ト
テ
兄
妹
有
二
人
妹
ノ
之
濱
石
女
或
時
無
何
ト
狂
亂
シ
此
里
ニ
遊
行

シ
テ
狂
事
五
十
餘
自
［
注　

狂
事
五
十
余
日
の
誤
り
か
。］
然
間
雖
斷
食
味
顔
色
遂
不
衰
シ
テ
只
撰
不
浄
ヲ
安
産
荒
薦
諸
人
殊
ニ
成

不
審
ヲ
處
然
シ
テ
後
童
女
之
神
託
ト
云
吾
ラ
ハ
思
何
者
ト
カ
廣
峯
牛
頭
天
王
也
為
衆
生
利
益
此
里
ヱ
影
向
ス
ル
去
間
其
瑞
□
［
注　

こ
の
欠
字
箇
所
は
瑞
祥
か
。］
雖
令
見
凡
夫
苟
シ
テ
不
知
之
耶
既
此
海
沖
久
耀
事
吾
影
向
之
光
也
猶
成
疑
者
其
不
審
ヲ
可
開
ト
テ
或

松
ノ
木
ニ
立
寄
此
木
ノ
梢
ニ
吾
躰
ア
リ
ト
託
ス
梢
ヲ
見
御
正
躰
一
面
御
座
急
勧
請
シ
社
造
可
遷
宮
ト
ノ
給
テ
皆
人
此
時
開
疑
心
聊

住
□
□
□
聞
之
者
俄
運
歩
族
貴
賤
門
前
成
市
又
童
女
語
云
吾
機
縁
深
厚
ノ
聖
一
人
ア
リ
當
所
森
垣
住
人
太
輔
阿
闍
梨
是
ヲ
吾
祝
部

ト
ス
ヘ
シ
惣
シ
テ
至
禰
宜
神
主
神
子
ニ
定
置
テ
護
法
上
給
ナ
リ
近
代
殊
勝
誠
無
不
如
之
自
其
以
降
不
云
遠
近
ヲ
天
王
詣
ト
云
事
于

今
不
絶
自
御
影
向
當
四
十
三
年
開
當
山
建
立
一
院
給
事
雖
難
計
神
慮
兼
可
建
長
福
寺
于
瑞
相
此
所
成
天
王
影
向
給

一
當
山
長
福
寺
始
建
立
事

應
永
十
九
年
〈
壬
辰
〉
二
月
十
六
日
始
之
大
工
〈
石
津
村
吉
田
〉
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『
天
王
御
影
向
縁
起
』
の
全
体
を
意
訳
し
て
み
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
だ
ろ
う
。

応
安
三
年
の
秋
頃
、香
住
の
沖
に
百
日
ほ
ど
夜
通
し
輝
く
事
が
あ
り
、そ
の
光
は
波
利
の
よ
う
だ
っ
た
。
や
が
て
、多
く
の
人
は
「
こ

れ
は
何
事
だ
ろ
う
、
た
だ
事
で
は
な
い
」
と
言
い
、
誰
も
が
怖
れ
た
。
切
浜
に
住
む
浜
太
郎
と
浜
石
と
い
う
兄
妹
が
い
た
。
妹
の

浜
石
は
、
あ
る
時
、
何
と
は
な
し
に
狂
乱
し
、
こ
の
里
を
さ
ま
よ
い
回
っ
た
。
狂
っ
て
五
十
日
ほ
ど
の
間
、
食
べ
ず
と
も
顔
色
が

衰
え
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
清
浄
の
地
で
荒
薦
を
巻
い
て
座
っ
て
い
た
。
多
く
の
人
は
、
と
り
わ
け
疑
わ
し
く
思
っ
て
い
た
。
そ

れ
か
ら
後
に
、
童
女
の
神
託
を
述
べ
て
「
私
を
何
者
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
広
峯
牛
頭
天
王
で
あ
る
。
衆
生
利
益
の
た
め
に
、

こ
の
里
に
影
向
し
た
。
長
い
間
、
そ
の
瑞
祥
を
見
せ
て
い
た
の
に
、
凡
人
は
仮
に
も
分
か
ら
な
い
の
か
。
既
に
、
こ
の
海
の
沖
に

久
し
く
輝
く
事
は
、
私
の
影
向
の
光
で
あ
る
。
相
変
わ
ら
ず
疑
っ
て
い
る
者
は
、
そ
の
疑
い
を
解
き
な
さ
い
。」
と
言
い
、
あ
る
松

の
木
に
立
ち
寄
り
、「
こ
の
木
の
梢
に
ご
神
体
が
あ
る
」
と
託
し
た
。
梢
を
見
る
と
、
ご
神
体
が
一
面
に
座
っ
て
い
る
。「
急
い
で

勧
請
し
、
社
を
つ
く
り
、
遷
宮
し
な
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
人
は
皆
、
こ
の
時
、
疑
う
こ
と
を
や
め
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
も

の
は
急
い
で
足
を
運
び
、
身
分
の
高
い
者
も
低
い
者
も
皆
、
門
前
に
集
ま
っ
た
。
ま
た
童
女
が
語
る
に
は
「
私
に
機
縁
深
厚
の
高

徳
の
僧
が
一
人
い
る
。
こ
こ
の
森
垣
に
住
む
太
輔
阿
闍
梨
を
祝
部
と
し
な
さ
い
。
全
て
、
禰
宜
・
神
主
・
神
子
に
至
る
ま
で
、
護

法
を
定
め
置
い
て
も
ら
い
な
さ
い
。」
近
ご
ろ
は
、
実
に
格
別
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠
く
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
以
来
、
遠
近
を
問

わ
ず
天
王
詣
と
い
う
こ
と
が
今
も
絶
え
な
い
。
御
影
向
か
ら
四
十
三
年
に
あ
た
り
、
当
山
を
開
き
、
一
院
を
建
立
し
た
。
神
慮
は

推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、兼
ね
て
か
ら
長
福
寺
を
建
て
る
べ
き
瑞
相
と
し
て
、こ
こ
に
天
王
影
向
を
成
し
給
っ
た
の
で
あ
る
。

当
山
長
福
寺
建
立
の
事
。
応
永
十
九
年
二
月
十
六
日
。
始
の
大
工
は
石
津
村
・
吉
田
。
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本
研
究
で
注
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
の
記
述
「
応
安
三
年
〈
庚
戌
〉
秋
之
比
此
浦
沖
百
日
計
盡
夜
耀
事
ア
リ
光
只
波
利
ノ
如
シ
」
で

あ
る
。
こ
の
記
述
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
応
安
三
年
、
つ
ま
り
西
暦
一
三
七
〇
年
の
秋
頃
、
日
本
海
に
百
日
ほ
ど
光
が
現
れ
た
。
こ
の
奇

瑞
の
光
が
影
向
で
あ
り
、
そ
の
影
向
の
結
果
と
し
て
建
て
ら
れ
た
社
が
、
現
在
の
香
住
の
八
坂
神
社
、
そ
の
別
当
寺
が
長
福
寺
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

光
が
「
波
利
ノ
如
シ
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
現
象
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
広
辞
苑
（
第
七
版
、
二
〇
一
八
）
に
よ
れ
ば
、
波
利

と
は
落
葉
高
木
の
ハ
ン
ノ
キ
（
榛
木
）
の
古
名
で
あ
る
。
ま
た
、
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
（
小
学
館
、
二
〇
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン

ノ
キ
は
「
早
春
、
葉
に
先
だ
っ
て
開
花
す
る
。
雄
花
穂
は
黒
褐
色
の
円
柱
形
で
尾
状
に
垂
れ
、
雌
花
穂
は
楕
円
形
で
紅
紫
色
を
帯
び
雄
花

穂
の
下
部
に
つ
く
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
赤
い
楊
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
る
形
状
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
特
徴
的
な
植
物
で
あ
り
、
類

似
の
表
現
と
し
て「
火
柱
」と
も
表
現
さ
れ
る
赤
気
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。『
日
本
書
紀
』に
お
い
て
は
、

赤
気
は
「
形
似
雉
尾
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
表
現
は
中
緯
度
地
域
で
見
ら
れ
る
オ
ー
ロ
ラ
の
特
徴
的
な
形
状
、
つ
ま
り
扇
形
や
扇
の

一
部
、
を
的
確
に
表
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
（
片
岡
龍
峰
、
山
本
和
明
、
藤
原
康
徳
、
塩
見
こ
ず
え
、
國
分
亙
彦
、「
雉
尾
攷
―
日
本

書
紀
に
み
る
赤
気
に
関
す
る
一
考
察
」、
総
研
大
文
化
科
学
研
究
十
六
、17-29

、
二
〇
二
〇
年
）。
赤
気
の
形
態
に
関
す
る
表
現
は
、
火

柱
の
ほ
か
、
旗
や
野
火
な
ど
様
々
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
赤
気
を
表
現
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
波
利
ノ
如
シ
」
と
す
る
用
例
は
、
こ
の

史
料
に
限
ら
れ
る
。

令
和
四
年
十
二
月
、筆
者
は
兵
庫
県
香
美
町
香
住
区
香
住
の
八
坂
神
社
を
現
地
踏
査
し
、代
々
伝
わ
る
祭
り
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
の
調
査
を
通
し
て
、
社
の
位
置
が
日
本
海
を
北
に
見
渡
す
松
に
囲
ま
れ
た
高
台
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
枝
が
地
面
に
届
く
ほ
ど
垂
れ
下

が
り
、
盆
に
な
る
と
多
く
の
燈
籠
を
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
燈
籠
の
松
と
呼
び
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
八
坂
神
社
の
敷
地

内
に
立
つ
昭
和
四
十
七
年
の
碑
文
（
図
１
）
に
は
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
を
引
用
す
る
形
で
、
そ
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
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し
て
火
災
に
よ
っ
て
縁
起
の
写
本
は
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
、な
ど
を
知
っ
た
。

つ
ま
り
、『
影
向
縁
起
』
は
活
字
の
み
が
残
る
。
ま
た
、
年
代
は
特
定
さ
れ 

な
い
。

『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
に
見
る
影
向

　

香
住
で
の
現
地
踏
査
後
、
焼
失
し
て
い
な
い
手
が
か
り
を
求
め
る
う
ち

に
、
江
戸
時
代
の
巻
子
本
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
を
入
手

し
た
。『
天
王
御
影
向
縁
起
』
と
は
異
な
り
、
こ
の
巻
子
本
の
書
か
れ
た
年

代
は
天
保
五
年
に
特
定
さ
れ
る
。
巻
子
本
の
全
容
は
、
本
研
究
成
果
の
一
環

と
し
て
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
公
開
さ
れ
た
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い

（https://doi.org/10.20730/100423893

）。『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長

福
寺
縁
起
』
に
は
、
真
言
宗
に
お
け
る
美
含
郡
（
現
在
の
香
住
区
）
の
位
置

づ
け
、
勢
至
菩
薩
と
の
つ
な
が
り
か
ら
は
じ
ま
り
、
応
安
三
年
の
廣
峯
牛
頭

天
王
の
影
向
の
話
、
そ
れ
か
ら
四
十
三
年
が
経
過
し
て
長
福
寺
が
建
て
ら
れ

る
ま
で
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
天
王
御
影
向
縁
起
』
と
の
比
較
で
注
目
し

た
い
の
は
、
以
下
の
箇
所
（
図
２
）
で
あ
る
。

 図 1
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「
応
安
三
年
庚
戌
、
明
景け

い
の
頃

こ
ろ
を
い、

此
ノ
浦
沖
に
於
て
晝
夜
光
り
耀
く
こ
と
百
有
余
日
也
。
尓
は
乃
ち
近
里
遠
方
之
を
見
、
之
を
聴
き
、

且
つ
奇
且
つ
恐を

そ
る
。
或
は
相
人
を
招
て
吉
凶
を
筮ぜ

い
し
、
或
は
学
者
を
請
じ
て
是
非
を
議
す
れ
ど
も
、
共
に
識
得
す
る
こ
と
能
は
ず
。
中
就

（
な
か
ん
ず
く
）、
悪
相
と
称
す
る
は
繁は

ん
多
に
し
て
、
吉
瑞ず

い
と
見
る
人
は
些
少
な
り
。」
と
訓
読
し
て
み
た
が
、
ま
ず
、
年
月
・
場
所
・
方
向
・

継
続
時
間
の
記
載
に
つ
い
て
は
『
天
王
御
影
向
縁
起
』
と
共
通
し
て
い
る
た
め
、
同
様
の
発
光
現
象
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
史
料
間
で
異
な
る
点
や
、
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
赤
気
事
例
で
の
表
現
の
類
似
性
な
ど
に
注
目

し
て
幾
つ
か
確
認
し
て
み
た
い
。

ま
ず
一
点
目
と
し
て
、
晝
夜
、
つ
ま
り
昼
夜
と
書
か
れ
て
い
る
箇
所
は
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
で
は
盡
夜
、
つ
ま
り
夜
を
尽
し
て
、

に
対
応
す
る
。
こ
こ
は
「
晝
」
と
「
盡
」
の
旧
字
体
の
親
字
性
か
ら
、
い
ず
れ
か
が
誤
写
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
オ
ー
ロ
ラ
が
肉
眼

で
確
認
で
き
る
の
は
夜
間
に
限
ら
れ
る
た
め
、
オ
ー
ロ
ラ
の
こ
と
を
記
述
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
の
「
盡
夜
」

が
正
し
い
写
し
で
あ
る
と
判
断
し
て
お
き
た
い
。

 図 2
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二
点
目
と
し
て
、「
近
里
遠
方
之
を
見
」
と
い
う
箇
所
は
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
に
は
な
い
記
述
で
あ
る
。
光
の
現
象
が
非
常
に
広

い
範
囲
か
ら
目
撃
さ
れ
た
、
と
い
う
空
間
的
に
大
き
な
広
が
り
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
各
地
か
ら
確
認
で
き
る
ほ
ど
の
空
間
的
な

広
が
り
を
持
つ
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
と
整
合
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
で
は
空
間
的
な
広
が
り

を
「
近
里
遠
方
之
を
見
」
と
表
現
し
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
で
は
「
光
只
波
利
ノ
如
シ
」
と
具
体
的
な
形
状
を
表
現
し
た
こ
と
は
、
現

象
の
在
り
方
を
捉
え
る
た
め
の
相
補
的
な
情
報
で
も
あ
る
。

三
点
目
と
し
て
、「
且
つ
奇
且
つ
恐
る
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
藤
原
定
家
の
赤
気
の
目
撃
例
に
見
る
よ
う
な
、
日

本
人
が
オ
ー
ロ
ラ
を
見
て
恐
れ
驚
く
様
子
を
示
し
た
多
く
の
赤
気
の
記
録
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
「
悪
相
と
称
す
る
は
繁
多
に
し
て
、

吉
瑞
と
見
る
人
は
些
少
な
り
」
と
い
っ
た
吉
凶
の
く
だ
り
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
吉
兆
と
も
す
る
例
と
し
て
は
、
建
部
綾
足
の
『
折
々
草
』

中
に
、明
和
七
年
に
京
都
に
も
出
現
し
た
大
規
模
な
赤
気
に
関
し
て
、西
も
東
も
恐
れ
驚
く
話
を
聴
く
が
、加
賀
だ
け
は
違
う
と
し
て
「
或

翁
の
、
己
よ
く
覚
え
て
侍
る
、
是
に
違
は
ぬ
気
の
侍
り
し
年
は
、
稲
善
く
栄
え
て
、
国
中
豊
け
く
侍
り
し
な
り
、
い
と
善
き
事
に
て
侍
り

し
と
語
り
き
」
と
い
っ
た
一
例
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
人
々
が
凶
兆
と
見
る
赤
気
を
凶
兆
と
捉
え
ず
に
戦
に
出
る
織
田
信
長
に
驚
い
た
、

と
の
例
が
、ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
當
一
五
八
二
年
の
三
月
八
日
（
天
正
十
年
二
月
十
四
日
）　

夜
の
十
時
に
、
天
は
東
の
方
が
甚
だ
明
る
く
、
信
長
の
城
の
最
高
の
塔
の
上
方
は
甚
だ
赤
く
見
え
、
我
等
に
非
常
な
恐
怖
を
起
し
た
が
、

是
は
朝
ま
で
続
い
た
。
赤
さ
は
甚
だ
低
く
、
二
十
レ
グ
リ
の
所
よ
り
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
い
と
思
は
れ
た
が
、
其
後
聞
い
た
所
に
依
れ

ば
、
豊
後
に
於
て
も
是
が
見
え
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
信
長
が
此
の
驚
く
べ
き
兆
に
拘
ら
ず
、
恐
る
る
こ
と
な
く
甲
斐
国
の
王
に
対
す

る
戦
争
に
出
た
事
は
、
我
等
カ
ザ
に
居
る
者
の
驚
い
た
所
で
あ
る
。」（
耶
蘇
会
の
日
本
年
報
、 

第
1
輯
、 

村
上
直
次
郎 

訳
註
、 

昭
和
18
年
、

p159

、 doi:10.11501/1041119

）

四
点
目
と
し
て
、「
之
を
聴
き
」
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
オ
ー
ロ
ラ
は
ほ
ぼ
真
空
状
態
の
宇
宙
空
間
に
お
け
る
発
光
現
象
で
あ
る
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た
め
、
地
上
で
人
間
が
感
知
で
き
る
音
波
を
生
じ
な
い
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ロ
ラ
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
、「
之
を
聴
き
」
と
い
う
の

は
物
理
的
に
妥
当
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
と
と
も
に
音
を
聴
い
た
と
い
う
話
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
も
あ

り
、
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
高
力
種
信
に
よ
る
『
猿
猴
庵
随
観
図
会
』（https://dl.ndl.go.jp/

pid/2537160/1/8

）
に
は
、『
折
々
草
』
の
大
規
模
な
赤
気
と
同
日
の
明
和
七
年
七
月
廿
八
日
に
尾
張
国
で
も
見
ら
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
に

驚
く
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
の
、
オ
ー
ロ
ラ
と
確
定
し
て
い
る
赤
気
の
記
述
の
中
に
も
「
高
き
所
に
登
り
て
み
れ
ば
赤
気
の
う
ち

に
物
の
煮
ゆ
る
音
聞
ゆ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
不
思
議
な
記
述
で
あ
る
。

『
鳩
嶺
雑
事
記
』
に
見
る
赤
気

日
本
で
オ
ー
ロ
ラ
が
目
撃
さ
れ
た
顕
著
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
神
田
茂
に
よ
っ
て
、『
日
本
天
文
史
料
』（
昭
和
一
〇
年
発
行
）
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
室
町
時
代
、
特
に
応
安
三
年
の
赤
気
の
出
現
を
調
べ
る
こ
と
で
、『
群
書
類
従
』（
第567-569

冊
（
巻

454-456

上
）、刊
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、https://doi.org/10.11501/2576271

）
中
の
『
鳩
嶺
雑
事
記
』（
イ

メ
ー
ジ
60
）
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
箇
所
を
活
字
に
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

応
安
三
年
十
月
八
日
戌
刻
ヨ
リ
赤
色
ノ
気
北
ニ
当
テ
天
ニ
見
テ
夜
半
ニ
及
フ
マ
テ
有
之
其
躰
焼
亡
ヲ
見
カ
如
シ
諸
人
希
異
ノ
思
ヲ

成
了
先
年
嵯
峨
ニ
テ
見
エ
タ
リ
同
十
一
月
六
日
夜
子
丑
寅
刻
ニ
赤
気
北
ノ
天
ニ
現
ス
深
赤
色
先
々
超
過
諸
人
目
ヲ
驚
ス
白
色
黒
色

等
ノ
大
小
ノ
筋
赤
色
ノ
上
ニ
南
北
エ
光
明
ノ
如
ク
現
ス
希
代
ノ
形
色
也
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『
鳩
嶺
雑
事
記
』
は
石
清
水
八
幡
宮
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
従
う
な
ら
ば
、
応
安
三
年
の
十
月
と
十
一
月
に
約
一
月
の
間
隔
を

置
い
て
京
都
の
北
の
夜
空
に
赤
気
が
出
現
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
焼
亡
」、「
筋
」、「
希
代
ノ
形
色
」、
い
ず
れ
も
オ
ー
ロ
ラ
を
形

容
し
た
も
の
と
し
て
自
然
で
あ
る
が
、
約
一
月
の
間
隔
を
置
い
て
磁
気
嵐
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
も
ま
た
地
球
物
理
学
で
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
周
期
性
の
磁
気
嵐
あ
る
い
は
単
に
二
十
七
日
周
期
と
も
呼
ば
れ
る
。
地
球
か
ら
見
て
太
陽
の
一
回
転
は
約
二
十
七

日
で
あ
る
が
、
磁
気
嵐
の
原
因
と
な
る
プ
ラ
ズ
マ
を
放
出
す
る
黒
点
領
域
が
数
か
月
ほ
ど
活
動
を
維
持
し
、
太
陽
の
回
転
と
共
に
再
び
地

球
に
、
そ
の
砲
台
を
向
け
る
、
と
い
う
物
理
的
な
事
情
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
応
安
三
年
（
西
暦
一
三
七
〇
年
）
前
後
は
、
太
陽
活
動

が
特
異
的
に
活
発
な
時
代
、
つ
ま
り
巨
大
磁
気
嵐
が
多
く
発
生
し
や
す
か
っ
た
年
代
で
あ
り
、
世
界
的
に
赤
気
や
巨
大
黒
点
の
記
述
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
先
行
研
究
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
（Siscoe, G

eorge L., Evidence in the Auroral Record for Secular So-

lar Variability.” Rev., G
eophys., 18:3, pp. 647-658, 1980. https://doi.org/10.1029/RG

018i003p00647

）。
そ
の
よ
う
に
太

陽
活
動
の
非
常
に
活
発
な
時
期
に
は
、
赤
気
の
原
因
と
な
る
巨
大
磁
気
嵐
や
太
陽
の
爆
発
現
象
が
短
期
間
に
は
収
ま
ら
ず
数
か
月
に
及
ぶ

も
の
も
多
い
こ
と
も
近
年
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（Kataoka R., Clustering O

ccurrence Patterns in Red Sign 

Auroral Events throughout Japanese H
istory, Studies in Japanese Literature and Culture 6, 119-143, 2023

）。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、『
鳩
嶺
雑
事
記
』
の
赤
気
事
例
は
オ
ー
ロ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
応
安
三
年
と
い
う
年
は
一
致
す
る
も
の
の
、『
鳩
嶺
雑
事
記
』
に
み
る
十
月
、
十
一
月
の
季
節
は
冬
で
あ
り
、
場
所
は
京

都
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
や
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
の
秋
と
は
季
節
も
場
所
も
微
妙
に
異
な
る
。

た
だ
し
、
仮
に
『
天
王
御
影
向
縁
起
』
や
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
で
は
「
秋
の
頃
」
と
、
あ
る
程
度
の
時
間
幅
を
表
現

し
、
さ
ら
に
百
日
ほ
ど
の
継
続
時
間
を
概
数
的
に
述
べ
た
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
オ
ー
ロ
ラ
発
生
の
年
月
に
関
す
る
言
い
伝
え
の
あ
い
ま
い

な
季
節
感
を
示
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
ー
ロ
ラ
の
見
ら
れ
る
地
域
と
い
う
の
は
地
球
規
模
で
広
大
で
あ
る
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た
め
、
見
ら
れ
た
場
所
の
多
少
の
違
い
、
こ
の
場
合
は
香
住
と
京
都
、
に
つ
い
て
は
殆
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
北
に
見
晴
ら
し

が
限
ら
れ
、
比
較
的
緯
度
の
低
い
京
都
か
ら
は
赤
気
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
状
況
で
も
、
北
に
日
本
海
が
広
が
る
た
め
に
北
方
遠
方
ま
で
の

見
晴
ら
し
が
あ
り
、
か
つ
北
方
に
現
れ
る
オ
ー
ロ
ラ
に
比
較
的
距
離
の
近
い
香
住
か
ら
は
、
京
都
か
ら
は
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
水
平
線
近

く
に
現
れ
る
よ
う
な
赤
気
事
例
も
目
撃
で
き
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
実
際
に
香
住
で
は
秋
か
ら
赤
気
が
目
撃
さ
れ
、
冬
に
か

か
る
ま
で
の
長
期
間
、
何
度
も
赤
気
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
「
秋
之
比
此
浦
沖
百
日
計
盡
夜
耀
事
ア
リ
」
と
表
現
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
応
安
三
年
の
秋
か
ら
冬
の
数
か
月
に
わ
た
っ
て
、
実
際
に
香
住
か
ら
オ
ー
ロ
ラ
が
度
々
目
撃
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
地
球
物
理
的
に
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
例
を
『
天
王
御
影
向
縁
起
』
や
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福

寺
縁
起
』
が
示
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
研
究
で
は
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
に
記
さ
れ
た
、
香
住
か
ら
北
の
日
本
海
に
見
た
応
安
三
年
の
つ
ま
り
「
光
の
事
件
」
は
、
赤
気
、

つ
ま
り
オ
ー
ロ
ラ
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
そ
の
仮
説
に
つ
い
て
、『
天
王
御
影
向
縁
起
』
と
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長

福
寺
縁
起
』
の
両
方
を
比
較
し
、
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
『
鳩
嶺
雑
事
記
』
に
書
か
れ
た
京
都
で
の
オ
ー
ロ
ラ
出
現
記
録
か
ら
地
球
物

理
学
的
な
考
察
も
加
え
る
こ
と
で
、
そ
の
仮
説
を
検
証
し
て
き
た
。
結
論
と
し
て
は
、
こ
の
光
の
事
件
は
実
際
に
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
を
受

け
て
記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

寺
田
寅
彦
は
、
そ
の
随
筆
『
神
話
と
地
球
物
理
学
』（
昭
和
八
年
八
月
、
文
学
）
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
大
国
主

神
が
海
岸
に
立
っ
て
憂
慮
し
て
お
ら
れ
た
と
き
に
「
海
う
な
ば
ら
を
光
て
ら
し
て
依
よ
り
来
る
神
あ
り
」
と
あ
る
の
は
、あ
る
い
は
電
光
、
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あ
る
い
は
ま
た
ノ
ク
チ
ル
カ
の
よ
う
な
夜
光
虫
を
連
想
さ
せ
る
が
、
ま
た
一
方
で
は
、
き
わ
め
て
ま
れ
に
日
本
海
沿
岸
で
も
見
ら
れ
る
北

光
オ
ー
ロ
ラ
の
現
象
を
も
暗
示
す
る
。」
実
際
に
、本
研
究
で
注
目
し
た
『
天
王
御
影
向
縁
起
』
や
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』

の
よ
う
に
、
北
に
見
晴
ら
し
の
確
保
さ
れ
た
日
本
海
沿
岸
に
残
る
古
記
録
に
注
目
す
れ
ば
、
オ
ー
ロ
ラ
を
暗
示
す
る
史
料
が
新
た
に
見
い

だ
さ
れ
る
可
能
性
も
、
ま
だ
ま
だ
高
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
、
今
後
の
更
な
る
研
究
の
展
開
の
可
能
性
も
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

付
録

凡
例
︙
本
史
料
は
縦24 cm
、
横136 cm

の
巻
子
本
で
あ
る
。
紙
の
種
類
は
楮
紙
で
あ
り
、
一
行
毎
に
罫
線
が
つ
い
て
い
る
。
以
下
、

原
文
を
示
す
が
、
改
行
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
一
部
新
字
体
に
改
め
た
。

『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』　
（https://doi.org/10.20730/100423893)

竊
以
夫
當
寺
之
濫
觴
者
人
皇
六
十
一
代
朱
雀
院

之
御
宇
承
平
二
壬
辰
年
仲
秋
之
天
照
道
上
人
始

而
来
于
當
郡
篠
部
内
歌
鷺
村
建
立
一
之
宇
精
舎

号
称
海
尻
山
観
音
寺
又
刻
大
勢
至
菩
薩
之
尊
像

為
本
尊
然
是
上
人
者
元
来
発
無
比
之
大
願
大

勢
至
菩
薩
之
形
像
三
躯
、
手
自
制
作
之
奉
安
置
於
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日
域
朝
中
三
箇
處
一
尊
者
陸
奥
国
玉
造
郡
船
木

里
坐
廼
表
東
曼
荼
羅
定
門
之
利
徳
一
尊
者
日

向
国
臼
許
郡
村
上
山
在
即
顕
西
曼
荼
羅
恵
門
之

智
徳
一
尊
者
但
馬
国
美
含
郡
歌
鷺
村
坐
即
表
彰

両
部
不
二
之
奥
義
定
恵
一
致
之
密
理
今
當
寺
之

本
尊
是
也
彼
三
所
亦
横
堅
中
台
密
厳
国
土
花
美

世
界
法
界
宮
三
部
三
密
理
智
事
三
点
一
々
功
徳
等

恒
沙
非
喩
筭
数
難
計
者
乎
凡
大
勢
至
菩
薩
者

神
力
遍
十
方
悲
願
亘
三
世
放
頂
上
光
明
照
生
死
之

長
夜
現
足
下
神
力
示
菩
薩
之
本
都
所
似
信
願

帰
依
之
輩
不
挙
手
開
仏
性
之
蓮
花
恭
敬
供
養

之
人
不
運
足
遊
諸
仏
之
宝
刹
加
之
助
成
諸
仏

之
行
願
勧
進
衆
性
之
道
心
此
菩
薩
之
本
誓
彼

大
士
慈
悲
也
粤
自
承
平
二
年
既
歴
四
百
三
十

九
之
年
歴
後
人
皇
九
十
九
代
帝
後
光
厳
院
応

安
三
年
庚
戌
明
景
之
頃
於
此
ノ
浦
沖
晝
夜
光
耀

百
有
余
日
也
尓
乃
近
里
遠
方
見
之
聴
之
且
奇
且

恐
或
招
相
人
筮
吉
凶
或
請
学
者
議
是
非
共
不
能
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識
得
就
中
称
悪
相
者
繁
多
見
吉
瑞
人
些
少
然
處

当
郡
竹
野
郷
薗
部
浜
内
切
濱
村
住
人
濱
太
郎
妹

濱
石
女
云
者
卒
然
狂
気
亗
奔
古
郷
徘
徊
此
里

既
及
両
月
是
狂
人
異
于
尋
常
狂
者
久
雖
絶
食
味

遂
不
変
色
徒
似
吐
言
語
敢
無
毀
人
悪
穢
汚
不

至
濁
室
好
清
浄
安
座
荒
薦
或
時
狂
女
称
神
託

告
閭
人
曰
我
者
廣
峯
牛
頭
天
王
也
為
擁
護
衆

生
雖
来
臨
此
里
凡
夫
愚
味
不
覚
知
之
可
悲

可
悲
項
数
日
放
光
於
海
上
者
偏
是
吾
影
向
之
光

明
也
。
今
當
教
吾
躰
知
其
處
在
也
挙
一
指
示
彼

即
見
指
方
果
御
正
躰
一
面
歴
然
掛
松
梢
此
時
諸

人
開
疑
解
惑
了
肆
即
造
社
納
神
躰
初
祀
備
供
物

且
復
天
王
託
宣
當
郡
森
垣
住
人
太
輔
阿
闍
梨
可

為
我
祝
部
惣
至
于
禰
宜
神
主
神
子
選
其
器
任

其
職
宣
専
祭
祈
也
云
々
自
尓
以
降
恒
例
之
神
事

無
闕
如
在
之
禮
典
不
怠
特
年
内
一
度
之
祀
者
近

郷
之
男
女
如
雲
萃
而
崇
敬
遠
境
之
緇
素
霧

如
合
以
譬
仰
是
故
神
者
日
々
増
威
光
人
者
時
々
得
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利
生
随
而
牛
頭
天
王
者
世
曰
蠶
養
神
也
既
而

自
天
王
御
影
向
四
十
三
年
之
後
応
永
十
九
年
壬

辰
卯
月
八
日
自
歌
鷺
村
引
越
一
日
市
邑
改
海
尻

山
観
音
寺
号
卯
月
嶋
山
長
福
寺
此
時
之
院
主

覚
成
法
印
即
前
神
託
之
祝
部
是
也
于
茲
覚

成
有
伽
羅
修
営
之
志
欲
求
良
材
之
処
幸
或

同
年
九
月
廿
四
日
戌
刻
漢
土
大
船
漂
随
風
波

流
寄
此
浦
遂
乃
用
彼
船
道
具
充
此
堂
材
木
次

又
欲
造
立
一
塔
姿
之
節
同
年
号
廿
五
年
八
月
廿
六
日

賊
風
頻
吹
驚
汰
遽
起
北
国
之
榑
船
及
破
損
寄

此
浜
以
彼
榑
葺
塔
畢
右
大
願
主
者
長
左
兵
衛

尉
長
谷
部
信
連
九
代
之
後
胤
加
賀
守
忠
連

道
号
傑
叟
法
名
宗
俊
也
至
于
堂
塔
寺
院
為
功

近
之
棟
梁
遂
造
功
之
成
就
者
石
津
邑
吉
田
云
工
人

也
堂
塔
供
養
者
同
年
号
廿
六
年
七
月
二
十
四
日
修
之
也

舞
楽
曼
荼
羅
供
職
衆
十
二
口
長
福
寺
法
花
寺

糸
谷
寺
長
谷
寺
観
音
寺
宗
光
院
宝
蔵
坊

大
美
坊
南
之
坊
枩
本
坊
西
谷
坊
東
之
坊
也
此
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時
之
導
師
者
覚
成
法
印
也
云
々
抑
當
寺
之
縁

起
先
徳
記
之
直
取
其
言
実
姑
捨
其
詞
之
花
予

今
雖
書
改
之
頗
准
右
記
非
好
文
之
玉
藻
無
執

字
之
秀
逸
而
己

歳
次
甲
牛
天
保
伍
星
八
月
吉
日
良
辰　

謹
言

真
言
陀
尼
宗　

祐
海
快
道　

行
年
廿
四
才

於
椋
橋
山
遍
照
密
室　

書
写
之
者

訓
読
と
脚
注
︙
右
の
史
料
に
つ
い
て
、
理
解
の
度
合
い
を
示
す
た
め
に
、
訓
読
な
ら
び
に
備
忘
の
た
め
に
脚
注
を
付
し
た
。
十
分
な

理
解
を
果
た
せ
た
か
は
心
も
と
な
い
。
大
方
の
御
教
示
を
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』

※
卯
月
嶋
山
＝
長
福
寺
の
山
号
。

※
縁
起
＝
寺
社
の
創
建
の
由
来
・
功
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
伝
承
や
、
ま
た
そ
れ
を
書
い
た
書
物
・
絵
巻
物
。

◆
竊
に
以
れ
ば
、
夫
れ
当
寺
の
濫
觴
は
、
人
皇
六
十
一
代
朱
雀
院
の
御
宇
、
承
平
二
壬
辰
年
仲
秋
之
天
、
照
道
上
人
始
め
て
当
郡
篠
部
内

歌
鷺
村
に
来
り
、
一
宇
の
精
舎
を
建
立
し
、
号
し
て
海
尻
山
（
か
い
こ
う
さ
ん
）
観
音
寺
と
称
す
。
又
大
勢
至
菩
薩
の
尊
像
を
刻
み
、
本
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尊
と
為
玉
ふ
。
然
る
に
是
れ
上
人
は
元
来
無
比
の
大
願
を
発
し
て
、
大
勢
至
菩
薩
の
形
像
三
躯く

、
手
づ
か
ら
制
し
て
之
を
作
し
、
日
域
朝

中
三
箇
処
に
安
置
し
奉
る
。

※
竊
に
以
れ
ば
＝
ひ
そ
か
に
お
も
ん
み
れ
ば
。
心
を
ひ
そ
め
て
よ
く
よ
く
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
み
る
。
仏
意
に
対
し
て
、
へ
り
く
だ

る
意
を
あ
ら
わ
す
。

※
濫
觴
＝
ら
ん
し
ょ
う
。
物
事
の
発
端
。

※
仲
秋
之
天
＝
仲
秋
の
時
候
。

※
承
平
二
壬
辰
年
＝
ユ
リ
ウ
ス
暦
九
三
二
年
。

※
勢
至
菩
薩
＝
せ
い
し
ぼ
さ
つ
。
阿
弥
陀
如
来
の
脇
侍
。
観
音
菩
薩
は
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
の
部
門
を
受
け
も
つ
の
に
対
し
、
勢
至

菩
薩
は
智
恵
の
部
門
を
受
け
も
つ
。

※
日
域
朝
中
＝
じ
ち
い
き
ち
ょ
う
ち
ゅ
う
。
日
本
の
異
称
で
あ
り
、
こ
の
世
界
に
あ
ま
ね
く
、
と
い
う
意
味
。

◆
一
尊
は
陸
奥
国
玉
造
郡
（
た
ま
つ
く
り
ぐ
ん
）
船
木
の
里
に
坐い

ま
す
。
廼
（
す
な
わ
）
ち
東
曼
荼
羅
、
定
門
の
利
徳
を
表
す
。
一
尊
は
日

向
国
臼う

す
き許

郡
村
上
山
に
在
（
い
ま
）
す
。
即
ち
西
曼
荼
羅
、
恵
門
の
智
徳
を
顕
す
。
一
尊
は
但
馬
国
美
含
郡
（
み
く
み
ぐ
ん
）
歌
鷺
村
に

坐
（
い
ま
）
す
。
即
ち
両
部
不
二
の
奥
義
、
定
・
恵
一
致
の
密
理
を
彰あ

ら
はし

玉
ふ
。

※
陸
奥
国
＝
む
つ
の
く
に
。
現
在
の
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県
、
青
森
県
と
秋
田
県
の
一
部
。

※
日
向
国
＝
ひ
む
か
の
く
に
。
現
在
の
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
の
一
部
。
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※
但
馬
国
＝
た
じ
ま
の
く
に
。
現
在
の
兵
庫
県
北
部
。

※
東
曼
荼
羅
＝
と
う
ま
ん
だ
ら
。
金
剛
界
曼
荼
羅
が
西
方
に
配
す
る
の
に
対
し
て
、
東
方
に
配
す
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。「
た
い
ぞ
う

か
い
ま
ん
だ
ら
（
胎
蔵
界
曼
荼
羅
）」
の
異
称
。

※
両
部
不
二
＝
り
ょ
う
ぶ
ふ
に
。
胎
蔵
界
と
金
剛
界
と
は
理
智
不
二
の
関
係
に
あ
っ
て
、
本
来
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

◆
今
ま
当
寺
の
本
尊
是
れ
也
。
彼
の
三
所
亦
た
、
横
堅
中
台
・
密
厳
国
土
、
花
美
世
界
・
法
界
宮
、
三
部
三
密
、
理
・
智
・
事
の
三
点
、
一
々

の
功
徳
等
、
恒
沙
も
喩
る
に
非
ず
、
筭
数
も
計
り
難
き
者
か
。
凡
そ
大
勢
至
菩
薩
は
、
神
力
十
方
に
遍
く
、
悲
願
三
世
に
亘わ

た
り
、
頂
上
の

光
明
を
放
つ
て
、
生
死
の
長
夜
を
照
し
、
足
下
の
神
力
を
現
し
て
、
菩
薩
の
本
都
（
も
と
）
を
示
し
玉
ふ
。
所
似へ

に
信
願
帰
依
の
輩

と
も
が
らは

、

手
を
挙
け
ず
し
て
仏
性
の
蓮
花
を
開
き
、
恭
敬
供
養
の
人
は
、
足
を
運
は
ず
し
て
諸
仏
の
宝
刹せ

つ
に
遊
ば
ん
。
加

し
か
の
み
な
ら
す

之
、
諸
仏
の
行
願
を
助

成
し
、
衆
性
の
道
心
を
勧
進
し
玉
ふ
。
此
の
菩
薩
の
本
誓
、
彼
の
大
士
の
慈
悲
也
。

※
密
厳
国
土
＝
み
つ
ご
ん
こ
く
ど
。
大
日
如
来
の
い
る
浄
土
。

※
法
界
宮
＝
ほ
う
か
い
ぐ
う
。
大
日
如
来
の
宮
殿
。

※
三
密
＝
身
密
、
語
密
、
意
密
と
い
う
仏
の
行
為
の
こ
と
。

※
理
智
事
三
点
＝
真
言
宗
で
は
、
胎
蔵
は
理
界
、
金
剛
界
は
智
界
、
こ
の
２
つ
を
統
合
し
て
「
事
」
と
捉
え
る
。

※
恭
敬
供
養
＝
く
ぎ
ょ
う
く
よ
う
。
つ
つ
し
み
敬
っ
て
心
か
ら
供
養
す
る
こ
と
。

※
道
心
＝
菩
提
を
求
め
る
心
。
仏
道
を
信
奉
す
る
心
。



－ 99 －

国文学研究資料館紀要　文学研究編　第 50 号（2024）

◆
粤こ

こ
に
承
平
二
年
よ
り
既
に
四
百
三
十
九
の
年
歴
を
歴へ

て
後
ち
、
人
皇
九
十
九
代
の
帝

み
か
と

後
光
厳
院
、
応
安
三
年
庚
戌
、
明
景け

い
の
頃

こ
ろ
を
い、

此

ノ
浦
沖
に
於
て
晝
夜
光
り
耀
く
こ
と
百
有
余
日
也
。
尓
れ
は
乃
ち
近
里
遠
方
之
を
見
、
之
を
聴
き
、
且
つ
奇
（
あ
や
し
）
且
つ
恐を

そ
る
。
或

は
相
人
を
招
て
吉
凶
を
筮ぜ

い
し
、
或
は
学
者
を
請
じ
て
是
非
を
議
す
れ
ど
も
、
共
に
識
得
す
る
こ
と
能
は
ず
。
中
就
（
な
か
ん
ず
く
）、
悪

相
と
称
す
る
は
繁は

ん
多
に
し
て
、
吉
瑞ず

い
と
見
る
人
は
些
少
な
り
。

※
後
光
厳
院
＝
後
光
厳
（
ご
こ
う
ご
ん
）
天
皇
。
在
位
は
観
応
三
年
（
一
三
五
二
年
）
～
応
安
四
年
（
一
三
七
一
年
）

※
応
安
三
年
＝
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
三
七
〇
年
。

※
明
景
＝
秋
。

※
此
の
浦
＝
現
香
住
の
集
落
の
こ
と
。

※
晝
夜
＝
昼
夜
。

◆
然
る
處
に
、
当
郡
竹
野
郷さ

と
、
薗そ

の
部
浜
ノ
内
切
濱
村
の
住
人
、
濱
太
郎
が
妹
に
濱
石
女
と
云
う
者
、
卒そ

つ
ぜ
ん然

と
し
て
狂
気
し
、
古
郷
を
出

奔ほ
ん

（
し
ゅ
っ
ぽ
ん
）
し
て
、
此
ノ
里
に
徘

は
い
く
は
い

徊
す
。
既
に
両
月
に
及
ぶ
。
是
の
狂
人
尋よ

の
つ
ね常

の
狂
者
に
異
な
り
、
久
く
食
味
を
絶
つ
と
雖
ど
も
、

遂
に
色
を
変
ぜ
ず
。
徒
に
言
語
を
吐
く
に
似
て
、
敢
て
人
を
毀や

ふ
る（

そ
し
る
）
こ
と
無
し
。
穢こ

う
え汚

を
悪に

く
ん
で
濁

ち
よ
く

室し
つ

に
至
ず
。
清
浄
を
好
ん

で
荒あ

ら
こ
も薦

に
安
座
せ
り
。

※
当
郡
竹
野
里
薗
部
切
浜
＝
現
兵
庫
県
豊
岡
市
竹
野
町
切
濱
。
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◆
或
る
時
狂
女
、
神
託
と
称
す
。
閭り

よ
人
に
告
て
曰
く
、
我
は
廣
峯
牛
頭
天
王
な
り
。
衆
生
を
擁を

う
護
せ
ん
が
為
に
来
臨
す
と
雖
も
、
此
里
に

凡
夫
愚
味
に
し
て
、
之
を
覚
知
せ
ず
、
悲
む
可
し
悲
む
可
し
。
項

こ
の
ご
ろ

数
日
、
光
を
海
上
に
放
て
は
、
偏
へ
に
（
ひ
と
え
に
）
是
れ
吾
が
影

向
の
光
明
也
。

※
閭
人
＝
り
ょ
じ
ん
。
む
ら
び
と
。

※
廣
峯
牛
頭
天
王
＝
兵
庫
県
姫
路
市
の
広
峰
山
山
頂
に
鎮
座
す
る
廣
峯
神
社
に
お
い
て
、
牛
頭
天
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

※
影
向
＝
よ
う
ご
う
。
神
仏
の
本
体
が
一
時
応
現
す
る
こ
と
。
神
仏
が
仮
の
姿
を
と
っ
て
、
こ
の
世
に
現
わ
れ
る
こ
と
。
神
仏
が
来

臨
す
る
こ
と
。

◆
今
ま
当ま

さ
に
吾
躰
を
、
其
の
処
在
を
知
ら
教
む
べ
き
也
と
、
一
指
を
挙
て
、
彼か

し
こを

示
し
玉
ふ
。
即
ち
指
ざ
す
方
を
見
る
に
、
果
し
て
御
正

躰
、
一
面
歴
然
と
し
て
松
の
梢こ

ず
えに

掛
れ
り
。
此
の
時
諸
人
、
疑
ひ
を
開
き
惑ま

と
いを

解
き
了
は
ん
ぬ
。
肆
（
こ
こ
）
に
即
ち
社
を
造
て
、
神
躰

を
納
め
、
祀ま

つ
りを

初
め
て
、
供
物
を
備
ふ
。
且
つ
復
（
ま
た
）、
天
王
託
し
て
宣の

玉
は
く
、
当
郡
森
垣
の
住
人
、
太
輔
阿
闍
梨
、
我
祝ほ

う
り部

と

為
す
可
し
。
惣そ

う
じ
て

じ
て
禰ね

ぎ宜
・
神
主
・
神
子
に
至
る
ま
で
其
の
器
を
選え

ら
び
、
其
の
職し

ょ
くに

任に
ん

し
、
祭
祈
を
専
ら
に
宜よ

ろ
しく

也
と
云
々
。

※
阿
闍
梨
＝
あ
じ
ゃ
り
。
僧
侶
の
資
格
を
持
つ
者
。

※
祝
部
＝
ほ
う
り
。
神
道
に
お
い
て
神
に
奉
仕
す
る
人
の
総
称
。 
ま
た
、
神
主
・
禰
宜
の
次
位
に
あ
っ
て
神
に
仕
え
る
者
。

◆
そ
れ
よ
り
以
降
、
恒
例
の
神
事
、
闕か

く
こ
と
無
く
、
如
在
の
禮
典て

ん

怠を
こ
た
らら

ず
。
特こ

と
に
年
内
一
度
の
祀ま

つ
りは

、
近
郷ご

う
の
男
女
、
雲
の
如
く
萃あ

つ
ま
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り
て
、
崇
敬
遠
境
の
緇し

そ素
、
霧き

り
の
如
く
合こ

ぞ
つ
て
、
以
て
譬せ

ん
が
う仰

す
。
是
の
故
に
、
神
は
日
々
に
威
光
を
増
し
、
人
は
時よ

う
よ
う々

利
生
を
得う

。
随
而

（
し
た
が
つ
て
）
牛
頭
天
王
は
、
世
に
曰
う
蠶さ

ん
養
神
に
也
り
と
。
既
に
し
て
（
す
で
に
し
て
）
天
王
御
影
向
よ
り
四
十
三
年
の
後
、
応
永

十
九
年
壬
辰
卯
月
八
日
に
、
歌
鷺
村
よ
り
一
日
市
邑
に
引
き
越
し
、
海
尻
山
観
音
寺
を
改
め
て
卯
月
嶋
山
長
福
寺
と
号
す
。

※
緇
素
＝
し
そ
。
僧
俗
の
こ
と
。

　

※
応
永
十
九
年
＝
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
四
一
二
年
。

◆
此
の
時
の
院
主
は
、
覚
成
法
印
、
即
ち
前
の
神
託
の
祝ほ

う
り部

是
れ
也
。
茲
に
（
こ
こ
に
）
覚
成
、
伽
羅
修
営
の
志
有
て
、
良
材
を
求
め
し

欲
る
の
処
に
、
幸
い
或

な
る
か
な、

同
年
九
月
二
十
廿
四
日
、
戌
の
刻
に
漢か

ん
土
の
大
船
、
風
波
に
漂ひ

や
う
た随

せ
ら
れ
て
、
此
ノ
浦
に
流
れ
寄
れ
り
。
遂

に
即
ち
彼
の
船
の
道
具
を
用も

つ
て
、
此
堂
の
材
木
に
充あ

つ
、
次
よ
り
又
、
一
の
塔
姿
を
造
立
せ
ん
と
欲
る
の
節
。
同
き
（
ひ
と
し
き
）
年
号

廿
五
年
八
月
廿
六
日
、
賊

し
や
う
ふ
う風

頻し
き
りに

吹
き
驚け

い
た汰

遽に
わ
かに

起た
つ

て
、
北
国
の
榑く

れ
船ふ

子
、
破は

そ
ん損

に
及
び
此
ノ
浜
に
寄
れ
り
。
彼
の
榑
を
以
て
塔
を
葺ふ

き

畢
ぬ
。
右
大
願
主
の
長
左
兵
衛
尉
（
ち
ょ
さ
ひ
ょ
う
え
の
じ
ょ
う
）、
長
谷
部
信
連
九
代
の
後
胤い

ん
、
加
賀
の
守
、
忠た

だ
つ
ら連

道
号
傑け

つ
そ
う叟

、
法
名

宗
俊
也
。
堂
塔
寺
院
に
至
る
ま
で
、
功こ

う
近し

や
うの

棟
梁
と
為
し
て
、
造
功
の
成
就
を
遂と

け
し
者も

の
、
石
津
邑
吉
田
と
云
う
工
人
也
。

※
榑
＝
く
れ
。
皮
の
付
い
た
ま
ま
の
丸
太
。

※
後
胤
＝
こ
う
い
ん
。
子
孫
。
後
裔
。

◆
堂
塔
供
養
は
同
き
（
ひ
と
し
き
）
年
号
廿
六
年
七
月
二
十
四
日
に
之
修
す
也
。
舞
楽
曼
荼
羅
供
、
職
衆
十
二
口
、
長
福
寺
・
法
花
寺
・

糸
谷
寺
・
長
谷
寺
・
観
音
寺
・
宗
光
院
・
宝
蔵
坊
・
大
美
坊
・
南
之
坊
・
枩
本
坊
・
西
谷
坊
・
東
之
坊
也
。
此
の
時
の
導
師
は
覚
成
法
印

也
と
抑
云
々
。
当
寺
の
縁
起
、
先
徳
之
を
記
す
る
に
、
直た

た
ちに

其
の
言こ

と
の
実
を
取
り
、
姑し

は
らく

其
の
詞

こ
と
は
らの

花
を
捨
つ
。
予
（
わ
れ
）
今
ま
雖
も
、
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之
を
書
を
改
む
と
、
頗す

こ
ふる

右
記
に
准
し
て
（
ゆ
る
し
て
）、
文
の
玉
藻さ

う
を
好
む
に
非
ず
、
字
の
秀し

う
い
つ逸

を
執と

る
こ
と
無
き
の
み
。

※
舞
楽
曼
荼
羅
供
＝
ぶ
が
く
ま
ん
だ
ら
く
。
仏
教
儀
式
の
一
種
。

※
職
衆
＝
し
き
し
ゅ
う
。
仏
教
儀
礼
で
の
職
務
を
担
当
す
る
僧
侶
の
集
団
。

※
先
徳
＝
前
代
の
有
徳
の
僧
。

◆
歳
次
甲
牛
天
保
伍
星
八
月
吉
日
良
辰　

謹
言

真
言
陀
尼
宗　

祐
海
快
道　

行
年
廿
四
才

於
椋
橋
山
遍
照
密
室
、
書
写
之
者

※
天
保
五
年
…
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
八
三
四
年
。
十
二
支
で
は
甲
午
。

※
良
辰
＝
吉
日
。
吉
旦
も
同
様
の
意
。

※
椋
橋
山
遍
照
密
室
＝
椋
橋
（
く
ら
は
し
）
総
社
は
、
大
阪
府
豊
中
市
庄
本
町
に
鎮
座
す
る
神
社
。

付
記

本
文
に
も
紹
介
し
た
『
天
王
御
影
向
縁
起
（
長
福
寺
所
蔵
）』
の
意
訳
に
つ
い
て
は
、
八
坂
神
社
の
夏
祭
り
に
お
い
て
、
地
域
の
方
々

に
縁
起
の
概
要
を
お
伝
え
す
る
の
に
有
益
と
の
こ
と
で
、
令
和
五
年
七
月
、
八
坂
神
社
の
神
主
で
あ
る
濱
本
浩
久
氏
へ
提
供
さ
せ
て
頂
い

た
。
ま
た
、
本
研
究
で
入
手
し
た
『
但
馬
美
含
郡
卯
月
嶋
山
長
福
寺
縁
起
』
の
巻
子
本
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
出
版
後
、
八
坂
神
社
へ
寄

贈
す
る
。




